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論 文 内 容 の 要 旨 
 第1章では簡潔なモデルで主張が示される。すなわち、自国市場における自国企業と製品が輸入される外国
企業のクールノー複占モデルが検討される。市場の需要関数は線形であり、限界費用も一定と仮定される。ク
ールノー均衡で自国の経済厚生を考えるとき関税を課すことは自国の経済厚生を高めることが示される。次に、
外国企業の利潤も含めた世界厚生を考える。そのとき、輸入関税を課すことが世界厚生を高める場合がある（自
国企業と外国企業の費用格差条件と市場の規模の条件に依存する）ことが証明される。さらに、企業数が一般
化され検討され関税が世界厚生を高める場合があることが証明される。また、関税に関する従来の議論が補論
にまとめられる。 
 第2章では第1章のクールノー複占の議論が一般化される。すなわち、市場の需要関数は一般的な関数（線
形とは限らない）、費用関数も一般的な関数と想定される。そのとき、安定条件を利用し、関税が世界厚生を改
善する場合があることが証明される。 
 ここまでは同質財に関するクールノー複占を検討してきたが第3章では差別化財に関する複占での数量競争、
価格競争が行われる場合が検討される。そのために、よく用いられる基準財を認めた2次の効用関数から逆需
要関数が導出される。費用関数は線形。そのとき、代替財のクールノー市場では関税が世界厚生を高める場合
があるが、補完財のクールノー市場では関税は世界厚生を悪化させることが示される。また、代替財のベルト
ラン市場でも関税が世界厚生を高める場合があるが、補完財のベルトラン市場でも関税が世界厚生を悪化させ
ることが示される。なお、補論では報復関税と自国の厚生に関する一モデルが検討される。 
 関税が世界厚生を改善する可能性について田中(2001)、Tanaka(1993)がある。そこでは、需要関数が厳密に
凹ならば輸送費に関わらず双方向的な関税は世界厚生が改善することが示されている。第4章では田中モデル
では気づかれていない企業数に関する問題点があることが示され、命題の正否が再検討される。田中モデルは
2国2財でありY財は完全競争、X財はそれぞれの市場でクールノー寡占と想定される。すなわち、X財は自国
と外国で輸出入される。また、完全雇用、貿易均衡、固定費を導入しゼロ利潤均衡が想定される。そして、自
国と外国において技術、効用関数は同じと仮定される。まず、田中モデルで輸送費がゼロの場合に双方関税が
課される場合に世界厚生が高まることが確認される。次に、その厚生改善が関税による個別企業の平均費用低
下によることから、実は田中モデルでは過剰参入が生じており、関税が企業数を低下させることが明らかにさ
れる。しかし、クールノー寡占市場の安定性を検討すると、企業数が多いときには均衡が不安定になるため、
企業数を減少させるような多数の企業数の均衡を考えること自体に問題があることが明らかにされる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 関税に関する従来の研究では部分均衡の寡占モデルでは関税が自国の厚生を高めることが知られている。ま
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た、伝統的な一般均衡論では自国、外国双方が関税を課す均衡が成立し自由貿易よりも厚生を低めることが知
られている。それに対して、池田では輸入関税は世界厚生を高める場合があることが示され、その成立に関し
て詳細な分析がなされておりその内容は高く評価できるであろう。関税を課すことに対して報復を回避するた
めの補償政策の検討が今後の課題である。 
 平成17年12月13日に開催された公聴会では、申請者の報告を受け、審査委員や研究科教員からいくつかの
問題点が指摘されたが、申請者の質問に対する応答も適切であった。 
 以上、審査委員による審査結果を総合し、上記論文は課程博士の学位に値するものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
